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20年前、中国のほとんどの人々にとって、ベッドルームにある唯一の

デジタルデバイスはLED方式の目覚まし時計でした。紙の手帳に

よって毎日の予定、住所、電話番号を管理していました。子供を学校

に送った後、ラジオで世界のニュースを聞きながら、近所のレストラ

ンで揚げパンと豆乳の朝食を取っていました。1998年の北京のビジ

ネスマンは、スマホやラップトップではなく、新聞や本をにらみなが

ら、混雑した電車やバスで都心に向かったり離れたりしていまし

た。

しかし、現在、朝の決まりきった作業は基本的に同じですが、テクノ

ロジが多くのものを変えています。北京の朝はシアトルの朝とは未だ

に違いますが、昔ほど大きな違いがあるわけではありません。どち

らの場所でも、ベッドの脇で充電中のスマートフォンが目覚ましとし

て機能し、さらにはニュースを提供し、ソーシャルネットワークの最

新情報を教えてくれます。夜のうちに届いたメールを確認し、ディ

ナーの予定の確認のためにテキストメッセージを送信し、ベビーシッ

ターにサッカーの練習場所に関する情報を伝え、交通情報をチェッ

クできます。そして、同じスマートフォンからスターバックスにコー

ヒーを注文したり、通勤のカーシェアをリクエストしたりもできま

す。

20年前の世界と比較して見ると、私たちは、かつてSF小説の題材

であったようなことを当たり前のものとして享受しています。20年間

に多くのものが変わったことは明らかです。

今から20年後に、あなたの朝の日常はどのようなものになっている

でしょうか？マイクロソフトでは、あなたが寝ている間にパーソナル

デジタルアシスタントのCortanaがカレンダーと対話しているような

世界を構想しています。Cortanaは家にある他のスマートデバイス

と連携し、シャワー、着替え、通勤、そして朝一のミーティングの準

備のために十分な時間が取れるよう、あなたの睡眠サイクルの一番

目覚めやすいタイミングで起こしてくれます。あなたの準備ができる

と、Cortanaは最新のニュース、調査報告書、そしてソーシャルメ

ディアの記事を読み上げてくれます。これらは、Cortanaがあなた

のカレンダー、ミーティング、他人とのやり取り、進行中のプロジェク

ト、作った文書などから判断したあなたの仕事、関心事、作業に基

づいて選択されます。さらに、天気、その日のミーティング、その日に

会う人々の最新情報を提供し、渋滞予測に基づいて、いつ家を出れ

ばよいかを教えてくれます。

1年前のリクエストに従って、Cortanaは今日があなたの妹の誕生日

であることを知っており、花（妹の好きな百合）を今日中に配達する

ようにオーダーしていました。Cortanaは、妹があなたにお礼を言っ

たときにちゃんと対応できるように、このことをあなたに通知してい

ます。そして、あなたと妹の都合の良い時間帯に、お気に入りのレス

トランの予約をしてくれました。

2038年には、デジタルデバイスは私たちの最も貴重な資源、つまり

「時間」を最大限に活用できるように支援してくれます。
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20年後には、家にいながらHoloLensなどのデバイスを装着するこ

とで、複合現実が作り出した仮想会議室で、同僚たちやクライアント

とその日最初の会議ができるようになるでしょう。あなたのプレゼン

テーションやコメントは参加者の母国語に自動的に翻訳され、イヤ

ホンやスマホで聞けるようになります。次に、Cortanaのようなデジ

タルアシスタントが自動的に会議の議事録を作成し、会議の内容と

意思決定に基づくタスクが参加者に割り当てられ、リマインダー情

報がスケジュールに設定されます。

2038年には自動運転車があなたを朝一の会議に連れて行ってく

れ、あなたは車中でデジタルハブを用いて、プレゼンテーションの最

終確認ができます。Cortanaは新しく公開された記事やレポートを

取り込んで調査データを要約し、インフォグラフィクスを作成し、レ

ビューと承認を求めます。あなたの指令に従ってCortanaは定型的

なメールに応答し、他者が対応可能なメールは転送します。他者に

任せた仕事にはプロジェクトのスケジュールを考慮した期日を設定

します。実態として、これらの一部は現在でも既に行われています

が、今から20年後には、誰もが当たり前のこととして享受するでしょ

う。

スマートデバイスが健康チェックをするケースもますます増えていく

でしょう。体調が悪い時にはCortanaが病院を予約してくれます。

また、定期検診やワクチンの予定も管理します。都合の良い日に予

約を取り、カレンダーに登録してくれます。仕事が終わって自動運転

車で帰宅すると、医師の仮想検診を受けられます。携帯デバイスで

血圧を測定し、血液と酸素レベルを分析し、医師に結果を送信す

ると、医師は通話中にデータを分析します。人工知能がテラバイト級

の健康データを使用して医師の分析を支援し、あなた自身の生理学

的特性に基づいた、正確な診断とカスタマイズされた治療法を提供

します。数時間以内に処方薬がドローンによって玄関先に到着し、

Cortanaがそれを通知してくれます。そして、あなたの病状を監視

し、改善しなければ、医師とのフォローアップの予約をしてよいかを

確認してきます。

未来の自動化された世界で休暇を取りたい場合、今日のように旅行

代理店に電話したり、オンラインで自分のフライトやホテルを予約し

たりすることはありません。「コルタナさん、2週間の休暇を計画して

ください」と言うだけでよいのです。Cortanaは、季節、予算、空室

状況、関心事に基づいてカスタマイズされた旅程を提案します。あな

たは、どこに行き、滞在したいのかを決めればよいのです。

過去20年間を振り返って、テクノロジが私たちの生活と仕事をどの

ように変えてきたかを見てみると、何とも興味深いものがあります。

クラウドに支援されたデジタルテクノロジは、私たちをより賢くし、

時間の活用を最適化し、生産性を向上し、他者とのやり取りを効率

的にしてくれます、そして、これは始まりにすぎません。

まもなく、多くの単純で反復的な仕事はAIによって自動的に処理さ

れるようになり、私たちがより生産的でクリエイティブな作業に時間

を費やせるようにしてくれるでしょう。さらに広い視点で見れば、AI

は、大量のデータを活用して、ヘルスケア、農業、教育、運輸などの
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心的専門家団体であるIAPP（Internat ional Associat ion of 

Privacy Professionals）が設立されたのは、その2年後になりま

す。

現在、IAPPには83カ国に20,000人以上のメンバーがいます。ま

た、会議は数千人を収容する大会場で行われています。IAPPメン

バーが議論する話題が尽きることはありません。消費者関連情報の

収集、使用、保護に関する企業の社会的責任、さらには、倫理基準

までもが議論されます。加えて、データ保護を扱う政府機関が100カ

国以上に存在する中、プライバシー専門の弁護士も数多く存在しま

す。20年前にはほとんど存在していなかったプライバシー関連法が

今日の主要な法律分野の一つになっています。

人工知能の課題、政策、規制は今後どのように変わっていくので

しょうか？ AIが社会にもたらす影響への懸念から、プログラマー

やコンピューターサイエンス研究者に向けた倫理の学習が必須とな

ることはあるでしょうか？マイクロソフトはその可能性が高いと考え

ています。医師と同じように、プログラマーにもヒポクラテスの誓い

（実務に就く時に宣誓する倫理綱領）が求められるようになるで

しょうか？それも十分あり得ます。私たちは共に学びながら、広範な

社会的責任の達成に強くコミットする必要があります。最終的には、

私たちは、コンピューターは何ができるかという質問だけではなく、

コンピューターは何をすべきかという質問を投げかけることになるで

しょう。

同様に、「AI法」とでも呼ぶべき新しい法律分野が生まれるでしょ

うか？今日、AI関連法規は1998年におけるプライバシー法のような

領域でブレークスルーを実現してくれるでしょう。既に、AIにより強

化されたコンピューティングが、医師が診断ミスを削減し、農家が収

穫高を増大し、教師が授業をカスタマイズし、研究者が地球を守る

ための解決策を発見することに貢献しています。

しかし、過去20年間に見てきたように、デジタル技術の進化が私た

ちに多くの恩恵をもたらしてくれる一方で、多数の複雑な問題や、テ

クノロジが社会に与える影響に関する懸念も生まれています。イン

ターネットが仕事と生活に不可欠な要素になった時代にも、同様の

問題が見受けられました。スマートフォンがディナー中の雑談の妨

げになるといった話から、サイバーセキュリティ、プライバシー、さら

にはテロリズムのソーシャルメディアの役割についての政治的議論

まで、様々なインパクトがありました。これは、新たな公共政策や規

制だけでなく、新しい法律分野やコンピューターサイエンス分野の

倫理的課題も生み出しました。AIの技術が進化し、その社会におけ

る役割に注目が集まる中で、この傾向は続いていくでしょう。将来を

見据え、私たちはこの機会を活用し、この新技術が生み出す課題に

取り組むために、オープンな探究心を維持することが重要です。

過去20年間におけるプライバシー制度の発展を見れば、AI関連の

課題に対して、今後どのようなことが起こり得るかが広範囲にわたっ

て予想できます。1998年には「プライバシー専門弁護士」を探すの

はきわめて困難であったでしょう。この法律分野はプライバシー関

連法規（その最も重要なものは1995年に採択されたEUデータ保護

指令）の出現により生まれた新しい領域です。また、この分野の中
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状態です。既存の法律でAIに適用可能なもの（特に、不法行為やプ

ライバシー法）がありますし、自動運転車のように、特定領域で新た

な規制が生まれていますが、AI法が独立した法分野として存在す

るわけではありません。また、会議に行って「AI弁護士」に会うこと

もありません。しかし、2038年までには状況は変わると見てよいで

しょう。AI法を専門とするAI弁護士が存在するようになるだけでな

く、それらの弁護士（そして、その他のほとんどの弁護士）が、法律

実務にAIを活用していることでしょう。

真の質問はAI法が登場するか否かではありません。「どのような形

で、どのようなタイミングでAI法を作っていくべきか」です。私たち

はすべての答えを知っているわけではありませんが、適切な質問を

してくれる人々と毎日仕事ができるという、幸運な立場にあります。

これらの人々が指摘するように、AIテクノロジの開発は、それを統

制する規制が作られるより先に進んでいくべきです。後の段階で、

AIの開発と利用を統制する社会的規範へのコンセンサスが確立さ

れ、その後にベストプラクティスが確立されていくべきです。そうなっ

てこそ、政府が法的規制を定めるために適切な環境が整うことで

しょう。

これには時間を要します。数年ということはないでしょうが、20年を

要することもないのは確実です。現時点でも、人工知能の活用と利

用において指針となる6つの倫理基準を定義することができます。こ

の6つの基準とは、AIシステムが公正で、信頼でき、プライベートで

安全であり、多様性を許容し、透明性があり、説明責任を果たすと

いうことです。このような基準の理解が進むにつれ、そして、

より多くのテクノロジ開発者とユーザーがその実現のためのベストプ

ラクティスを共有するようになるにつれ、AIを統制する社会ルール

が熟考され、世界への貢献が増していくでしょう。

今日、AIの進展には倫理基準とベストプラクティスだけがあればよ

いと考える人もいるかもしれません。テクノロジイノベーションには、

規制当局、立法機関、法律家の支援は必要ないということです。

一理あるとも言えますが、マイクロソフトはこのような考え方は非現

実的であり、見当違いであるとも考えます。AIも今まであったテクノ

ロジと同様に、社会に多くの恩恵をもたらします。しかし、それを悪

用する人が出てくることは避けられません。郵便サービスの発明に

より郵便詐欺を考案する犯罪者が登場し、電報の発明により電報

を使った詐欺を働く者が出てきたように、1998年以降、インターネッ

トの普及に伴いネット上の詐欺行為も増加しています。これらの詐

欺行為はますます巧妙になりグローバルな規模で被害をもたらして

います。

2038年までには、悪意を持った企業がAIを不適切な、さらには有

害な方法で使用することへの対策を取らざるを得なくなると考える

べきでしょう。そして、社会的に許容されるAIの活用に関する他の

重要な問題にも対応しなければならなくなるのは確実です。新世代

の法律無しには、これらの問題に効果的に対応するのは困難です。

今後発生すると思われる課題の理解の前に法を制定してしまい、

AIテクノロジの進化を止めることはできません。その一方で、何もせ

ずに20年間待っていることもできません。適切なバランスを取る必

要があります。
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AIに関する原則、政策、法規を考えるときには、世界の労働者に対

するAIの影響に注意を払う必要があります。AIはどの職業を不要

にするのでしょうか？どのような職業を作り出すのでしょうか？250

年間にわたるテクノロジの絶え間ない変化の中で変わらないものが

あるとすれば、それはテクノロジが、新しい職業の創成、既存の職

業の消滅、職業の特性の変化、そして、雇用に常に影響を与えると

いう点です。

AIについてもこれが当てはまることは言うまでもありません。

AIはそれが奪うよりも多くの仕事を生み出すのでしょうか？それと

もその逆になるのでしょうか？ 経済歴史学者は今までの産業革命

は正味ベースで仕事を増やしてきましたと述べています。これがAI

においても成り立つと考えさせる多くの理由があります。しかし、実

際にどうなるのか確実に予測できる者はいません。

新テクノロジの雇用に対する影響は間接的であることが多く、多様

なイノベーションや事象が関連するため、その動向を正確に予測す

るのは困難です。自動車の例を考えてみましょう。自動車の採用によ

り馬車を製造する仕事が減り、タイヤを作る新しい仕事が生まれる

ということは、誰にでも容易にわかります。しかし、これは議論の一

部にすぎません。1

自動車への移行は最初に農業不況をもたらし、1920年代と1930年

代の米国経済に悪影響を与えました。なぜでしょうか？馬の数が

減ったことにより、米国の農家の収益も減ったからです。それ以前の

十年間には農業生産物のおよそ4分の1が馬の飼料として使われて

いました。馬の数が減るということは干し草の需要も減るということ

であり、多くの農家が他の作物に移行し、市場を飽和させたこと

で、農作物の価格が全体的に下落したのです。この農業不況は農村

地域の銀行の経営に悪影響を与え、その悪影響が金融システム全

体に広がっていったのです。

自動車の販売は他にも、自動車とは関係がない産業の拡張に結び

付くなど、ポジティブで間接的な経済効果ももたらしました。一例と

して、消費者向けローン産業が挙げられます。ヘンリー・フォードに

よる組み立てラインの発明により、自動車が多くの家庭にとって手

の届くものになりましたが、それでも自動車は依然として高価であ

り、人々は自動車購入のために借金をする必要がありました。ある

歴史学者は、「分割払いクレジットと自動車は互いの成功の原因で

もあり結果でもある」と述べています。2 要するに、新しい金融サー

ビスの市場が始まったのです。

広告業にも同じようなことが起こりました。自動車が時速30マイル

で走る際、「看板はすぐに読めなければならず、そうでなければまっ

たく読まれません」。3 これがどこにあってもすぐに認識できるよう

な、企業ロゴを生み出しました。

マンハッタン島における自動車の間接的影響を考えてみましょう。ブ

ロードウェイを走る車はウォール街の金融業の誕生やマジソン街の

広告業の発展に貢献しました。しかし、自動車が最初に登場した時

に、このような新しい職業のカテゴリーが生まれると予測できた者

はいなかったでしょう。



14 15

The Future 
Computed

The Future 
Computed

AI、そして未来に関する教訓の一つは、新テクノロジが雇用にもた

らす影響について注意を払わなければならないということです。一

般に、新しい職業が生まれ、既存の職業の一部が消滅することは容

易に予測できますが、将来起こり得る不確実性に私たちが対応して

いけるという確信を持てない人もいるでしょう。

しかし、不確実性に備える中で、一点明確なものがあります。それ

は、新たな職種には新たなスキルが求められるということです。実

際には、現在の職種にも新たなスキルが求められるようになってい

くでしょう。テクノロジにおける変化がある時には、これは常に起こ

ることです。

過去30年に起きたことを考えてみましょう。今日では、一定以上の

規模の企業であれば、ITをサポートする社員が一人以上います。30

年前にはこのような仕事をしている人はきわめて少数でした。しか

し、ITのスキル習得の必要があるのはIT担当スタッフだけではあり

ません。1980年代の初めには、オフィスの人々はペンと紙で字を書

き、それを秘書がタイプして何とか読める書類を作っていました。

1980年代の終わりまでには、秘書はワードプロセッサーの使用法

を学びました。そして、1990年代には、誰もがPCで文書を作成でき

るようになり、秘書の数は減少しました。ITのスキル習得はITプロ

フェッショナルだけのものではなかったのです。

同様に、新しいデジタルスキルの需要が増しており、一部の分野で

はスキルが大幅に不足しています。私たちが第4次産業革命の時代

に突入する中、コーディングやコンピューターサイエンスのスキル

に加えて、データサイエンスなどの新たなスキルの重要性が増してい

ます。単に新しいスキルを習得するように奨励するだけではなく、必

要なスキルを習得するための、新たな方法を発見しなければいけま

せん。調査によれば、きわめて多くの保護者が子供にコーディングの

スキルを学んで欲しいと考えています。また、マイクロソフトが従業

員向けにAIの最新技術に関する研修を行うと、常にきわめて高い

需要があります。

最大の課題は、人々に新しいスキルを学ばせるよう支援するための

方法を作り出すこと、雇用主と従業員が新しい職業に迅速に対応で

きるようにするための、労働市場のあり方を再考することです。幸い

なことに、多くのコミュニティや国々はこの問題に対応するためのイ

ノベーションを生み出しており、これらから学ぶ機会があります。ス

イスにおける若者向け徒弟制度のように、長期的なプログラムに対

する新しいアプローチも可能です。LinkedInなどの企業とそのオン

ラインツール、また、コロラド州の非営利団体Markle Foundat ion

によるSki l lfulなどの新たなイノベーションも登場しています。

AIやクラウドなどの新規テクノロジの影響はこれらに留まりませ

ん。数十年前には、多くの国の労働者は、従来型の従業員と雇用主

の関係を維持し、オフィスや工場で働いていました。テクノロジによ

りこのモデルは一変し、契約社員やプロジェクト単位の雇用形態で

リモートのパートタイム勤務を行う労働者の数が増えてきました。ほ

とんどの調査がこの傾向が継続すると予測しています。
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AIなどのテクノロジが人々に最大限の恩恵を与えるためには、新た

な現実に合わせて労働法規と政策を調整する必要があります。現在

の労働法規の多くは20世紀初頭のイノベーションに対応して作られ

たものです。その一世紀後の現在、これらの法規は労働者のニーズ

にも雇用者のニーズにもうまく対応できていません。たとえば、多く

の国の雇用法は誰もがフルタイムの従業員か契約社員のいずれかで

あることを前提としています。Uber、Lyft、そして技術サポートや

介護など、あらゆる分野で出現しつつある同様のサービスを提供す

る人々にはまったく対応できていません。

同様に、健康保険などの福利厚生は、一つの企業に長期間勤務す

る、フルタイム従業員向けに作られています。複数の企業で並行して

働く人や、仕事を頻繁に変える人にとっては効果的ではありません。

米国の社会保障システムなどのセーフティネットは、前世紀の前半の

産物です。これらの重要な政策を、変化する世界に適合させるニー

ズがますます高まっています。

未来を考えてみれば、変化のペースには恐るべきものがあります。

1998年を振り返ってみれば、どのような変化を体験してきたかが容

易にわかります。2038年を見越してみれば、機会と課題をもたらす

同様に急速な変化が、世界中のコミュニティと国家に起こることが

容易に予測できます。

今、いくつかの重要なポイントが明らかになってきました。

第一に、これらの変化を迅速かつ効果的に取り入れる企業や国家

が、AI時代に最も成功できるということです。その理由は単純で

す。AIは、知性が有効なあらゆる状況で有効であり、ほぼすべての

領域で人間の生産性向上に貢献し、経済成長をもたらしてくれるか

らです。簡単に言えば、新規雇用と経済成長はテクノロジを取り入れ

る者にもたらされるのであって、それを拒絶する者にもたらされるの

ではありません。

第二に、AIが多くの点で日々の生活を向上し、重大な社会的問題を

解決してくれる可能性が高いと考えられる一方で、それを無批判に

見ることはできません。機会には必ず課題が伴います。私たちがテク

ノロジそのものだけではなく、倫理基準の確立、法規の改定、新ス

キルの教育、労働市場の改革などについても考えなければいけない

のは、それが理由です。新たなテクノロジを最大限に活用するため

には、これらの要素すべてが必要です。

第三に、私たちはこの課題に共同の責任を持って対応しなければな

りません。一つには、AIテクノロジはテクノロジ産業だけによって作

られるものではないからです。マイクロソフトは、かつて「PCを民主

化」したのと同じように、「AIを民主化」しようとしています。1970

年代に始まったマイクロソフトの取り組みにより、あらゆる組織が

PC向けに独自アプリケーションを開発できるようになったのと同じ

ことが、AIについても起きるでしょう。AIに対するマイクロソフトの

アプローチは、あらゆる個人と組織が独自のAIソリューションを
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構築できるように、コンピュータービジョン、音声認識、ナレッジナ

レッジなどのAIの基本的構成要素を提供することです。これは、少

数の企業がAIの将来を牛耳る世界よりも、はるかに好ましいものと

考えます。しかし、AIベースのシステムを構築する機会が広まるに

つれ、誰もがAIの課題に対する共同責任を負わなければならなくな

ります。

テクノロジが急速に進化する中、AIやクラウドなどのイノベーション

を構築するマイクロソフトは、テクノロジの仕組みを誰よりもよく理解

できる立場にあります。しかし、これは、AIが社会の中で果たすべ

き役割をすべて知っているというわけではありません。政府、学術

界、企業、市民社会などの利害関係者が未来を創るために協力する

必要があります。そして、一つのコミュニティや国家レベルではなく、

グローバルなレベルで協力する必要があります。私たち全員に参加

する責任、そして、果たすべき重要な役割があります。

これらの議論により、おそらく最も重要な結論の一つが得られま

す。スティーブ・ジョブズが繰り返し言っていたことを思い出す必要

があります。スティーブは、常にエンジリアリングとリベラルアーツの

交差点で働くことを目指していました。

私たちの内、片方はコンピューターサイエンスを学び、もう片方はリ

ベラルアーツを学んできました。マイクロソフトに長年勤務してきた

私たちにとって、将来的にこれらの領域を組み合わせることが、さら

に重要になることは明らかに思えます。

ある一定のレベルで、AIにはデジタルスキルとデータサイエンスの

専門家がさらに必要になります。しかし、AIが普及した世界でスキ

ルを身に付けていくには科学、テクノロジ、エンジリアリング、数学以

上のことが必要になります。コンピューターが人間の様に振る舞うよ

うになるにつれ、社会科学や人文科学が今まで以上に重要になるで

しょう。言語学、芸術、歴史、経済学、倫理、哲学、心理学、人類学

などの教育により、AIソリューションの開発と管理に重要な哲学

的・倫理的なスキルが得られるでしょう。AIが人類への貢献の可能

性を最大限に発揮するためには、あらゆるエンジニアがリベラル

アーツについて学び、あらゆるリベラルアーツ学部の学生がエンジニ

アリングを学ぶことが必要になるでしょう。

互いに話し合い、意見を聴き、学ぶためにより多くの時間を費やす

必要があります。異なる分野出身である私たち二人は、これによって

生み出される貴重な、そして、楽しくすらある機会のことを直接的に

知っています。

本書があらゆる人にとっての良いスタート地点となることを願ってい

ます。

ブラッド スミス
プレジデント兼最高法務責任者

ハリー シャム
Artif icial Intel l igence and Research担当
エグゼクティブバイスプレジデント
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since 2007. http://www.bloomberg.com/news/articles/2015-08-18/why-6-
million-americans-would-rather-work-part-time. 
 
39. https://www.teacherspayteachers.com. 
 
40. http://journals.sagepub.com/eprint/3FMTvCNPJ4SkhW9tgpWP/full. 
 
41. http://globalworkplaceanalytics.com/resources/costs-benefits. 
 
42. http://www.pewsocialtrends.org/2016/10/06/4-skills-and-training-
needed-to-compete-in-todays-economy. 
 
43. Furthermore, according to the National Center for Education Statistics, 
1 in 5 high school students does not graduate within 4 years of beginning 
high school. 
 
44. https://secure-media.collegeboard.org/digitalServices/pdf/
research/2016/Program-Summary-Report-2016.pdf. 
 
45. https://www.bls.gov/charts/job-openings-and-labor-turnover/
opening-hire-seps-rates.htm. 
 
46. https://www.bloomberg.com/news/articles/2017-06-22/the-world-s-
workers-have-bigger-problems-than-a-robot-apocalypse. 
 
47. https://www.nationalskillscoalition.org/resources/publications/
2017-middle-skills-fact-sheets/file/United-States-MiddleSkills.pdf. 
 
48. http://burning-glass.com/wp-content/uploads/2015/06/
Digital_Skills_Gap.pdf. 
 

Endnotes
49. https://www.nationalskillscoalition.org/resources/publications/file/
Opportunity-Knocks-How-expanding-the-Work-Opportunity-Tax-
Credit-could-grow-businesses-help-low-skill-workers-and-close-the-
skills-gap.pdf.
 
50. The availability of broadband in remote and underserved communities 
can be instrumental in expanding the quality and accessibility of educa-
tion, training and broader civic engagement. But there are 23.4 million 
people living in rural counties who don’t have access to broadband and 
therefore do not have access to on-demand learning tools. To meet that 
need, in July 2017, Microsoft launched its Rural Airband Initiative to help 
serve as a catalyst for broader market adoption of this new model and to 
eliminate the rural broadband gap in the U.S. by July 4, 2022. 
https://news.microsoft.com/rural-broadband.
 
51. One example of Microsoft’s global skills initiatives is Microsoft India’s 
Program Oorja, which works with polytechnics, industrial technology 
institutes and engineering colleges to enable students to be ready for work 
by helping them acquire certifications in various Microsoft Education 
curricula, largely in office productivity.
https://www.microsoft.com/en-in/about/citizenship/youthspark/
youthsparkhub/programs/partners-in-learning. 
 
52. https://news.microsoft.com/download/presskits/education/docs/
IDC_101513.pdf. 
 
53. https://news.microsoft.com/2017/06/27/the-markle-founda-
tion-and-microsoft-partner-to-accelerate-a-skills-based-labor-mar-
ket-for-the-digital-economy. 
 
54. Just as more accurate and up-to-date data is needed to understand 
evolving jobs and needed skills, more data also is needed to better under-
stand how employer and employee relationships and working conditions 
are evolving, including how the nature of work is changing. In addition, 
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many existing government programs rely upon wage data to assess em-
ployment outcomes; a broader set of data may be needed to understand the 
true impact of newer contingent worker arrangements. Platform companies 
can contribute private-sector data to enhance this analysis. 
 
55. Although online platforms, by most estimates, still only make up less 
than 1 percent of the workforce, the percentage of workers not in tradi-
tional employer/employee work arrangements (temporary agencies, on-call 
workers, contract workers, independent contractors or freelancers) is much 
greater. See, e.g., The Rise and Nature of Alternative Work Arrangements 
in The United States, 1995-2015.
 
56. In the absence of modernized laws, regulatory agencies are developing 
interpretations that represent vast departures from prior precedent — for 
example, expanding the scope of joint employment. With the changing 
political composition of many regulatory agencies, there is the potential 
for new case law that swings the pendulum in the opposite direction. The 
United States Congress is also proposing to legislate key definitions.
 
57. http://www.goodworkcode.org/about. 
 
58. http://www.care.com. 
 
59. See, e.g., S. 1251 and H.R.2685, Portable Benefits for Independent 
Workers Pilot Program Act, introduced by Senator Warner and Rep. 
DelBene. The act would establish a portable benefits pilot program at the 
U.S. Department of Labor, providing $20 million for competitive grants for 
states, local governments and nonprofits to pilot and evaluate new models 
or improve existing ones to offer portable benefits for contractors, tempo-
rary workers and self-employed workers.
 

Endnotes
60. We know from existing data that workers in recent decades already ex-
perience multiple instances of joblessness over a career. The National Lon-
gitudinal Survey of Youth 1979 (NLSY79) tracked a nationally representa-
tive sample of people born in the years 1957 to 1964; they experienced an 
average of 5.6 spells of unemployment from age 18 to age 48. High school 
dropouts experienced an average of 7.7 spells of unemployment from age 
18 to age 48, while high school graduates experienced 5.4 spells and college 
graduates experienced 3.9 spells. In addition, nearly one-third of high 
school dropouts in the survey experienced 10 or more spells of unemploy-
ment, compared with 22 percent of high school graduates and 6 percent of 
college graduates. 
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